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公
共
事
業
予
算
の
確
保
訴
え
、入
札
制
度
の
改
革
求
む

野
中 
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二
〇
二
五
年
度
意
見
交
換
会
同
行
記

見
直
す
。

第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施

中
期
計
画
の
閣
議
決
定

　
意
見
交
換
会
の
最
中
に「
第
１
次
国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」が
閣
議
決

定
し
た
。事
業
規
模
は
今
後
五
年
間（
二

六
～
三
〇
年
）で
概
ね「
二
〇
兆
円
強
程

度
」を
目
途
に
、今
後
の
資
材
価
格
・
人

件
費
高
騰
な
ど
の
影
響
に
つ
い
て
は
予

算
編
成
過
程
で
適
切
に
反
映
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。近
畿
地
整
は「
毎

年
補
正
予
算
を
積
み
上
げ
た
い
」と
語

り
、北
陸
地
整
も「
地
域
の
安
心
・
安
全

に
必
要
な
予
算
は
確
保
す
べ
き
」と
述
べ

た
。中
国
地
整
も「
強
靱
化
予
算
は
毎
年

　
日
本
建
設
業
連
合
会（
日
建
連
、宮
本

洋
一
会
長
）と
国
土
交
通
省
地
方
整
備

局
な
ど
公
共
発
注
機
関
に
よ
る
二
〇
二

五
年
度「
公
共
工
事
の
諸
課
題
に
関
す
る

意
見
交
換
会
」が
六
月
十
六
日
の
中
部

地
区
の
会
合
を
も
っ
て
全
日
程
を
終
え

た
。五
月
十
二
日
の
関
東
地
区
の
会
合
か

ら
約
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
全
九
地
区
で

開
か
れ
、日
建
連
幹
部
ら
が
都
道
府
県
・

政
令
市
や
高
速
道
路
会
社
、独
立
行
政

法
人
な
ど
公
共
発
注
機
関
ら
と
議
論
を

交
わ
し
た
。時
間
外
労
働
上
限
規
制
の

適
用
か
ら
一
年
が
経
ち
、第
三
次
担
い
手

３
法
に
基
づ
く
施
策
の
具
体
化
が
進
む

な
か
、事
業
量
確
保
と
生
産
性
向
上
な
ど

が
議
論
の
俎そ

じ
ょ
う上

に
上
が
り
、建
設
産
業
の

あ
り
方
を
官
民
で
共
有
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、重
点
方
針
と
し
て

「
社
会
資
本
整
備
の
着
実
な
推
進
と
そ

の
重
要
性
の
発
信
」「
担
い
手
確
保
と
働

き
方
改
革
及
び
生
産
性
向
上
の
取
組
み

勝
負
」と
発
言
。四
国
地
整
は「
二
五
兆

円
で
も
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
懸

念
を
示
し
、「
国
会
で
も
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
重
要
性
を
理
解
す
る
議
員
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
」と
考
え
を
示
し
た
。更
な

る
事
業
量
確
保
に
向
け「
強
」の
部
分
を

ど
こ
ま
で
増
や
せ
る
か
。働
き
掛
け
が
重

要
と
な
る
。

上
限
規
制
適
用
一
年
、

影
響
浮
き
彫
り
に

　
上
限
規
制
適
用
か
ら
一
年
が
経
ち
、

時
間
外
労
働
月
四
五
時
間
以
内
、年
間

三
六
〇
時
間
以
内
の
原
則
ル
ー
ル
は
、全

現
場
の
四
割
が
守
れ
て
お
ら
ず
、書
類
の

削
減
・
簡
素
化
、発
注
者
と
の
迅
速
な
や

り
と
り
が
鍵
を
握
る
。関
東
地
整
は
書
類

削
減
・
簡
素
化
や
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス

な
ど
受
発
注
者
間
の
や
り
と
り
を
適
正

化
す
る
た
め
土
木
工
事
電
子
書
類
ス
リ

ム
化
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。九
州

地
整
は
、独
自
の「
工
事
の
勘
所
」の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
工
事
工
程
の
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
確
実
な
共
有
を
徹
底

す
る
。北
海
道
開
発
局
は
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て「
ほ
か
の
地
整
に
比

の
推
進
」を
重
点
方
針
に
設
定
。こ
れ
ら

を
ベ
ー
ス
に
▽
公
共
事
業
予
算
の
確
保

と
入
札
・
契
約
制
度
の
改
善
▽
働
き
方

改
革
の
推
進
▽
生
産
性
向
上
▽
担
い
手

の
確
保
―
の
四
テ
ー
マ
で
課
題
を
共
有

し
た
。

　
押
味
至
一
副
会
長
土
木
本
部
長
は

「
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
が
も
た
ら
す
社
会
的

影
響
の
大
き
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

近
年
、気
候
変
動
に
よ
る
風
水
害
が
頻

発
化
・
激
甚
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

国
土
強
靱
化
対
策
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
、我
々
建
設
業
が
担
う
役
割
は
大
き
い

と
実
感
し
て
い
る
。た
だ
、建
設
業
界
の

担
い
手
は
、高
齢
化
と
と
も
に
減
少
傾
向

が
続
い
て
お
り
、業
界
を
挙
げ
て
若
年
層

を
中
心
と
し
た
将
来
の
担
い
手
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、十
分
な
成
果
に
は

結
び
付
い
て
い
な
い
。現
状
は
外
国
人
技

能
者
の
増
加
に
よ
っ
て
、何
と
か
維
持
し

て
い
る
状
況
だ
。時
間
外
労
働
の
上
限
規

べ
る
と
、違
反
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
が
、違
反
な
し

が
極
力
一
〇
〇
％
に
近
づ
く
よ
う
に
対

応
し
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
示
し
た
。

清
水
琢
三
副
会
長
土
木
本
部
副
本
部
長

は「
や
は
り
上
限
規
制
遵
守
の
た
め
に

は
、書
類
の
削
減
・
簡
素
化
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
」と
強
調
し
た
。

　
上
限
規
制
厳
守
な
ど
働
き
方
改
革
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
は
じ
め
と
し
た
省
力

化
、生
産
性
向
上
の
取
組
み
が
重
要
に
な

る
。「
民
間
企
業
な
ど
が
開
発
し
た
有
用

な
新
技
術
を
公
共
工
事
に
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
生
産
性
向
上
が
図
れ
る
」

と
日
建
連
と
各
地
整
の
意
見
は
一
致
す

る
。中
国
地
整
は
直
轄
工
事
で
総
合
評
価

方
式
の
新
タ
イ
プ「
技
術
提
案
評
価
型

Ｓ
Ｉ
型（
エ
ス
イ
チ
型
）」を
検
討
し「
企

業
が
保
有
す
る
優
れ
た
省
人
化
を
促
進

す
る
た
め
の
新
技
術
・
新
工
法
を
建
設

現
場
で
迅
速
に
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

局
独
自
の
制
度
を
検
討
し
て
い
る
」と
応

じ
た
。

　
建
設
業
と
同
じ
く
物
流
業
に
も
時
間

外
労
働
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
、新
た
な

課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。代
表
的
な
の

が
資
機
材
を
搬
入
す
る
物
流
業
界
へ
の

制
の
適
用
か
ら
一
年
が
経
過
す
る
な
か

で
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
お
り
、こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
働
き
方
改
革
と
生

産
性
向
上
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
」と
話
し
た
。

労
務
費
や
資
材
価
格
上
昇
で

事
業
量
・
発
注
件
数
減
少

　
日
建
連
が
強
く
訴
え
た
の
は
公
共
事

業
予
算
の
確
保
だ
。こ
こ
数
年
は
働
き
方

改
革
を
第
一
に
据
え
て
い
た
が
、近
年
の

労
務
・
資
材
費
の
高
騰
に
よ
る
実
質
的

な
予
算
の
目
減
り
を
受
け
、今
年
は
公
共

事
業
予
算
の
確
保
を
最
上
位
に
置
い
た
。

　
労
務
・
資
材
価
格
の
上
昇
に
よ
り
公

共
事
業
関
係
予
算
が
実
質
目
減
り
し
て

い
る
。当
初
予
算
額
は
六
・
一
兆
円
と
横

ば
い
で
推
移
し
て
い
る
が
、建
設
工
事
費

デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
急
伸
し
て
お
り
、一
五

年
度
を
基
準
に
二
三
年
度
は
二
三
・
三
％

規
制
適
用
、生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
や
ク

レ
ー
ン
作
業
の
時
間
制
約
だ
。移
動
時
間

を
考
慮
し
た
現
場
稼
働
の
短
縮
や
工
場

の
土
日
閉
所
に
伴
う
出
荷
制
約
な
ど
で

工
程
や
費
用
に
ひ
ず
み
が
出
始
め
て
い

る
。会
員
企
業
か
ら
は
積
算
基
準
や
歩
掛

か
り
の
見
直
し
を
求
め
る
声
も
多
く
、北

海
道
開
発
局
は
、二
五
年
度
に
移
動
時

間
な
ど
を
踏
ま
え
歩
掛
か
り
を
改
定
し
、

実
勢
に
合
わ
せ
主
要
資
材
単
価
を
毎
月

見
直
す
な
ど
し
て
対
応
を
図
る
。

　
押
味
副
会
長
土
木
本
部
長
は「
公
共

工
事
で
の
先
進
的
な
取
組
み
は
、民
間
に

も
波
及
さ
せ
る
べ
き
だ
」と
強
調
。受
発

注
者
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
建

設
業
界
全
体
の
健
全
な
発
展
に
つ
な
が

る
に
違
い
な
い
。現
場
の
実
態
に
即
し
た

客
観
的
デ
ー
タ
を
基
に
、国
交
省
と
の
対

話
と
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
、今
後
の
制

度
設
計
と
環
境
整
備
に
お
い
て
一
層
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、全
地
区
で
の
取
材
活
動
に

多
大
な
ご
高
配
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
日
建
連
幹
部
を
は
じ
め
、本
部
・
支

部
、各
地
方
整
備
局
の
事
務
方
の
皆
さ
ま

に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

上
昇
し
て
い
る
。各
地
方
整
備
局
発
注
工

事
の
契
約
件
数
は
一
九
年
度
と
比
べ
二

三
年
度
は
二
一
％
減
り
、一
件
当
た
り
の

当
初
契
約
金
額
は
約
一
割
増
。日
建
連

は「
予
算
が
横
ば
い
と
な
る
こ
と
で
、結

果
的
に
発
注
件
数
が
減
少
し
た
」と
分

析
。事
業
量
の
確
保
と
入
札
制
度
の
改

革
が
大
切
に
な
り
、工
事
の
数
量
減
や
打

ち
切
り
が
四
割
の
現
場
で
発
生
し
て
い

る
実
態
か
ら
予
算
確
保
と
計
画
的
な
予

算
執
行
を
求
め
た
。

　
各
地
整
も
現
場
の
課
題
に
対
応
し
た

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。関
東
地
整
は

設
計
成
果
の
精
度
向
上
、関
係
機
関
協

議
の
円
滑
化
、必
要
予
算
の
確
保
を
改

め
て
現
場
責
任
者
に
徹
底
す
る
と
明
言
。

北
陸
地
整
は
北
陸
地
方
建
設
事
業
推
進

協
議
会（
工
事
施
工
対
策
部
会
）で「
土

木
工
事
条
件
明
示
の
手
引
き
」「
土
木
工

事
設
計
図
書
の
照
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」な

ど
工
事
施
工
の
円
滑
化
四
点
セ
ッ
ト
を

意見交換会最終日の中部地区会合：16日午後、名古
屋市中村区の名古屋マリオットアソシアホテルで
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